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レンズ風車設置位置レンズ風車設置位置

風車設置予定場所

（ 132.301818度，33.480436度）



計算ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定など計算ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定など

計算格子図計算格子図

地形標高地形標高

◆◆国土地理院の国土地理院の50m50m標高データを利用標高データを利用

◎◎風向：風向：東南東，南，西南西，北西東南東，南，西南西，北西

◎領域◎領域：：5.05.0××5.05.0××1.9km1.9km
◎◎最大標高：最大標高：345m, 345m, 最小標高：最小標高：0m, 0m, 標高差：標高差：345m345m
◎◎メッシュ数：メッシュ数：101101××101101××4141点点((約約4040万点万点))
◎◎風速：上空風速：上空10m/s(1/710m/s(1/7べき乗則べき乗則))
◎◎水平方向の最小メッシュ幅：約水平方向の最小メッシュ幅：約20m20m
◎◎鉛直方向の最小メッシュ幅：約鉛直方向の最小メッシュ幅：約1.0m1.0m
◎◎各風向ともに各風向ともに10m10m高さの樹木を考慮高さの樹木を考慮



東南東の結果東南東の結果

Flow

主流方向速度成分の分布主流方向速度成分の分布

レンズ風車立地点のレンズ風車立地点の

速度ベクトルの分布速度ベクトルの分布

風車高さ6.2mレンズ風車

全体図全体図 拡大図拡大図



南の結果南の結果

Flow
風車高さ6.2mレンズ風車

主流方向速度成分の分布主流方向速度成分の分布

レンズ風車立地点のレンズ風車立地点の

速度ベクトルの分布速度ベクトルの分布

全体図全体図 拡大図拡大図



西南西の結果西南西の結果

Flow
風車高さ6.2mレンズ風車

主流方向速度成分の分布主流方向速度成分の分布

レンズ風車立地点のレンズ風車立地点の

速度ベクトルの分布速度ベクトルの分布

全体図全体図 拡大図拡大図



北西の結果北西の結果

Flow
風車高さ6.2mレンズ風車

主流方向速度成分の分布主流方向速度成分の分布

レンズ風車立地点のレンズ風車立地点の

速度ベクトルの分布速度ベクトルの分布

全体図全体図 拡大図拡大図



東南東，南，西南西，北西の東南東，南，西南西，北西の44風向を対象に，数値風況風向を対象に，数値風況

予測モデル予測モデルRIAMRIAM--COMPACTCOMPACT®®((リアムコンパクトリアムコンパクト))により，風により，風

況診断を実施した．なお，本計算では，各風向ともにレン況診断を実施した．なお，本計算では，各風向ともにレン

ズ風車設置位置周辺に高さズ風車設置位置周辺に高さ10m10mの一様な樹木の影響をの一様な樹木の影響を

考慮した．考慮した．

その結果，上記の粗度の影響と，レンズ風車のハブ高さその結果，上記の粗度の影響と，レンズ風車のハブ高さ

がが6.2m6.2mと低いため，風力発電に有効な風速を期待すること低いため，風力発電に有効な風速を期待するこ

とが難しい結果となった．とが難しい結果となった．

今後，別の風向による風況診断結果や周辺の詳細な地今後，別の風向による風況診断結果や周辺の詳細な地

表面粗度などを考慮して，最終判断する必要がある．表面粗度などを考慮して，最終判断する必要がある．

まま とと めめ
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北西の結果北西の結果ーー風車立地点の風速分布風車立地点の風速分布ーー

Flow

NWNWで切断した地形起伏の形状で切断した地形起伏の形状

初期分布(入口分布)

地表面粗度

有り

地表面粗度

無し

地表面粗度有り

地表面粗度無し

1010倍程度倍程度

風速差がある！風速差がある！

6.2m
地形効果地形効果

による増速による増速

地表面粗度地表面粗度

による減速による減速



北西の風向を対象に，数値風況予測モデル北西の風向を対象に，数値風況予測モデルRIAMRIAM--COMPACTCOMPACTにより，地表面粗度を考慮しないにより，地表面粗度を考慮しない

場合の風況診断を追加で実施した．場合の風況診断を追加で実施した．

その結果，その結果，10m10mの一様な樹木の影響を考慮した，の一様な樹木の影響を考慮した，

すなわち，地表面粗度を考慮した計算結果と比較すなわち，地表面粗度を考慮した計算結果と比較

すると，レンズ風車のハブ高さすると，レンズ風車のハブ高さ(6.2m)(6.2m)において，約において，約1010倍程度の風速差があることが確認された．倍程度の風速差があることが確認された．

まま とと めめ

地表面粗度無し地表面粗度無し >>>> 地表面粗度有り地表面粗度有り

レンズ風車ハブ高さレンズ風車ハブ高さ(6.2m)(6.2m)位置の風速位置の風速

約約1010倍倍 風速大風速大


